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１ は じ め に 

 

米価の低迷や水田ほ場の大区画化などにより、目標収量

（57kg/a）を確保し、省力で減肥できる高品質米（高整粒歩合、

低タンパク質米）の栽培技術が求められている。これまでに、

秋田農技セ農試では中苗「あきたこまち」において主茎と３～

６号１次分げつを主体に穂を確保することで高品質米生産が

可能であることを明らかにしている（三浦ら 2009）。 

そこで、分げつの発生消長に着目して、減肥し、かつ無追

肥で高品質米を生産できる技術の開発を目的とし、水稲生育に

適合したシグモイド溶出型被覆尿素肥料60日タイプ（LPS60:

積算温度750℃まで溶出抑制、1500℃で80%溶出）を主体とし

た側条施肥の効果を検討する。第１報では分げつの発生消長、

登熟形質、玄米収量・品質について報告する。 

 

２ 試 験 方 法 

 

(1)試験年次・試験場所：2008～2009 年・秋田農技セ農試水

田ほ場・細粒強グライ土（作土の土性：LiC）、秋田県中央部

K市現地ほ場、中粗粒強グライ土（作土の土性：SL） 

(2) 供試品種・栽植密度：あきたこまち（中苗、４本植え）・

場内21.2株/㎡、現地 24.2株/㎡ 

(3) 移植日・出穂期：場内 2008年5月15日・8月3日、2009

年5月15日・8月3日、現地 2009年5月14日・8月4日 

(4)試験区の構成： 

1)場内 ①側条 LPS 区 側条(LPS60：LP30＝3：1）6.4～

6.5gN/㎡（無追肥）、②側条慣行区 側条(速効 N：LP70

＝1：1) 5.1～5.5gN/㎡＋追肥（2gN/㎡ 減分期）、③全層

慣行区 全層6gN+追肥2gN/㎡（減分期）、３反復 

2)現地 ①側条LPS 区 側条（LPS60：LP30＝3：1）6.5gN/

㎡（無追肥）、②側条慣行区 側条（速効N：LP70＝1：1） 

6gN/㎡＋追肥（1 gN/㎡(7/14) +2gN/㎡(7/24)）、２反復 

試験に用いた LPS60 混合肥料は、PK 化成（0－20－20）を

用いて、窒素－リン酸－カリ＝20－10－10に成分を調整して、

側条施肥した。 

(5)分げつの発生調査：１株４本植の１個体について、６～10

株を２～３カ所で調査した。不完全葉を除く、主茎n 葉か

ら発生した分げつをn号１次分げつとした。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1)分げつ発生消長の特徴 

２カ年とも日照不足や低温により初期分げつが少ない年次

で、高節位分げつと２次分げつの発生が多かった。場内、現

地ほ場ともに側条LPS区は主に３号１次分げつから発生し、

慣行区に比べ２次分げつの発生が少なかった。また、２次分

げつの発生が少なくなることで、主茎＋３～６号１次分げつ

比率が高まり、最高茎数が減少して、有効茎歩合が向上した。

速効性肥料を含まないことと有効茎決定期頃から溶出量が増

加するLPS60を用いたことが要因と考えられた（表１）。 

(2)登熟形質の特徴 

登熟中期における株あたりの出液速度は、場内、現地ほ場

ともに側条LPS区が慣行より速くなる傾向を示した。2009年

も同様の傾向であった（図１、２）。これは、三浦ら(2009)

の主茎と３～６号１次分げつを主体に穂を確保した栽培技術

の特徴と一致していた１）。 

場内、現地ほ場ともに側条LPS 区は慣行区と比べ、登熟度

（登熟歩合×千粒重）が同等から高い傾向であった。また、

側条LPS区は２次枝こう着粒数が多く、２次枝こう着粒比率

が高いが、２次枝こう着粒籾の登熟度の低下はみられなかっ

た。これらは、登熟中期の出液速度が速い傾向を示したこと

が一因と考えられた（図３、４）。 

(3)収量及び玄米品質 

側条 LPS 区の収量は 10～30%減肥し、無追肥でも 58.9～

63.4kg/a と目標収量である 57kg/a 以上得られ、慣行区と同

等以上の収量であった。玄米品質は、整粒率が向上し、玄米

タンパク質含有率は慣行区と同程度であった（表２）。 



４ ま と め 

 

高品質米の省力減肥栽培技術の開発を目的に水稲生育に適

合したシグモイド溶出型被覆尿素肥料 60 日タイプを主体と

した側条施肥技術を検討した。その結果、10～30%減肥し、無

追肥でも58.9～63.4kg/aと目標収量である57kg/a以上が得

られ、慣行区と同等以上の収量であった。また、整粒率が向

上し、玄米タンパク質含有率は慣行区と同程度であった。主

茎と3～6号１次分げつを主体に穂を確保できたことにより、

登熟形質が向上したためと考えられ、省力で減肥可能な高品

質米生産技術として有効な方法と考えられた。 
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図３ 場内ほ場における枝梗別着粒率と登熟度の関係（2009）
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図４ 現地ほ場における枝梗別着粒率と登熟度の関係（2009）

表１ 肥料タイプ及び施肥法が分げつ発生消長に及ぼす影響(2008、2009) 

発生 有効 発生 有効 発生 有効 発生 有効 発生 有効 発生 有効 発生 有効

場内 側条LPS 0.0 0.0 4.7 4.2 9.2 8.9 10.0 9.4 10.0 9.7 7.2 5.3 15.8 8.3

側条慣行 4.2 3.9 6.4 5.8 10.0 9.7 9.7 9.7 10.0 9.2 10.8 6.4 32.8 9.4

全層慣行 0.8 0.6 6.7 6.4 10.0 9.7 10.0 9.7 10.0 9.4 14.4 7.5 44.7 16.4

現地 側条LPS 0.6 0.6 6.7 6.7 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.6 5.0 32.2 10.0

側条慣行 1.1 0.6 8.3 6.7 10.0 10.0 10.0 9.4 10.0 10.0 11.7 5.6 42.2 9.4

注１：場内は、2008年、2009年の平均値であり、現地は2009年のデータである。

注２：発生、有効はそれぞれ、調査結果を10個体あたりに換算した次位節位別の分げつ発生数及び有効茎数である。
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図１ 場内ほ場での登熟中期における出液速度（2008、2009) 

表２ シグモイド溶出型被覆肥料（LPS60)を主体とした側条施肥が収量及び玄米品質に及ぼす影響(2008、2009) 

施肥量 稈長 精玄米重 穂数 籾数 登熟歩合 千粒重 外観品質 整粒率 玄米タンパク質

gN/㎡ cm kg/a 本/㎡ 千粒/㎡ % g 1-9 粒数% %

側条LPS 6.5 81 63.4 453 31.4 92.8 24.0 2.0 87.2 6.0

側条慣行 7.5 80 60.2 458 28.6 94.1 24.3 2.0 86.2 5.9

全層慣行 8 85 62.2 468 31.1 93.7 23.8 2.0 86.1 5.8

側条LPS 6.4 78 61.0 411 29.6 93.2 23.0 1.3 88.2 6.5

側条慣行 7.1 87 60.7 490 31.2 90.4 22.5 2.3 85.7 6.7

全層慣行 8 85 57.9 450 30.3 91.0 22.5 2.0 85.7 6.6

側条LPS 6.5 83 58.9 485 30.7 88.1 22.6 1.3 89.0 6.0

側条慣行 9 85 56.8 489 31.1 87.4 22.5 1.3 88.7 6.0
注１：玄米は、1.9mmのふるいで調整した。

注２：外観品質は、東北農政局秋田事務所による。整粒率（粒数％）は、Sa社穀粒判別器RGQI11Aによる（胴割れは判定していない）。

注３：玄米タンパク質は、水分を15%とし、玄米窒素含有率に5.95を乗じて求めた。
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注１：調査は、出穂期穂数±１本の株を６株用い、出穂19日後)に行った

注２：グラフ中の垂直線は、標準偏差である

図２ 現地ほ場での登熟中期における 

出液速度（2008) 


